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遠隔会話時の表示画面制御による遠隔対話者の存在感強調手法の提案
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1. はじめに

近年，会話は，対面だけではなく，遠隔地間においても
行われている．遠隔地間の場合では，携帯電話やスマート
フォンを用いた音声通話，Skypeを用いたビデオ会話を用
いた通話が挙げられる．これらの機器やソフトウェアによっ
て，ある特定の場所の１か所に集まる必要がなく，電話回
線やネットワーク設備が整っていれば，どこでも会話を行
えるようになっている．しかし，遠隔地間の会話において，
2地点以上の遠隔会話において，各地点の人数の偏りが発
生する場合がある．このとき，立場が対等であっても，人
数の偏りが発生した場合，複数人 (多人数)側で会話が盛り
上がることによって，少人数側の参加者が注目されなくな
ると，鈴木らは指摘している [1]．これは，複数人側での会
話が盛り上がることで，少人数側が「会話から置いていか
れている」ということが起きるという問題につながる．そ
こで本研究では，遠隔地間の会話において，少人数側にお
いて「会話から置いていかれている」「会話に参加したい」
ことを示す画面制御を行う強調手法を提案する．ここでは，
あえて自身の姿を弱く点滅させるという表現方法を用いる．
この手法による，遠隔地間の会話において「会話から置い
ていかれている」という状況の改善，「会話に参加したい」
という意思表示を会話中にスムーズに伝えることを目指す．

2. 関連研究

小川は，視線の機能，表情表出，表情解読の特徴などに
関する実験的研究を行い，対人コミュニケーションにおい
て視線や表情が果たす役割の大きさを主張した [2]．また，
視線に関する研究として，参加者の目・耳・口の代わりの
機器と顔映像出力用の液晶ディスプレイを一体として上下
左右旋回する代行人ロボットを用いた研究がある [3]．本研
究では，遠隔地の参加者の表示画面に対する制御によって，
その映像に自然と目が向くような手法を考案しているとい
う点で異なっている．
遠隔地のコミュニケーションにと存在感に関する研究に

ついて，鈴木らのロボットを用いたコミュニケーション支
援システム [4]がある．また，非言語情報を拡張すること
によって，対面会話では生じない心理的効果を狙う研究が
ある [5]．本研究では．対面コミュニケーション本研究では
ロボットといったエージェントを用いるのではなく，ビデ
オ会話の画面を制御することで存在感の強調を目指す点で
異なっている．
遠隔地間の距離をなくすテレプレゼンスに関する研究に

おいて，耿らの研究がある [6]．耿らは遠隔地間で同期して
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図 1: プロトタイプシステムの構成図

回転できるターンテーブルを開発し，合成映像システムを
拡張した．また，身体映像の部分的実体化を用いたソーシャ
ルテレプレゼンスについて大西らの研究 [7]がある．ここ
では，ディスプレイという境界面を身体の一部を実体化す
ることによるテレプレゼンスの強化を図っている．本研究
では，会話に置いていかれているという感じをなくすため
に存在感の変化・活用を行うという点で異なっている．
遠隔地間のインタラクションに関する研究について，遠

距離で付き合っているカップルに対して専用の触覚グロー
ブを用いたインタラクションがある [8]．また，ロボットを
用いて多人数の会話を活性させることを目指したシステム
がある [9]．本研究では，触覚ではなく画面 (視覚)による
気づきを与えるシステムを提案する．

3. 提案手法

3.1 概要

提案する強調表現について述べる．この表現では，「会話
に置いていかれている」という状況下にあえて，会話の参
加者の存在感を薄めるという方法を用いる．敷田らは，遠
隔会議のアウェアネス支援として，視線情報に基づく弱い
光のランプの点灯を用いている [10]．本手法は，少人数地
点の映像について適用し，参加者の存在を完全に消すので
はなく，映像上の参加者の姿について点滅を行うことで存
在感を薄めることを実現する．これにより，参加者の発話意
思・会話への参加意思の促進を認識することを狙っている．



3.2 プロトタイプの構成

プロトタイプシステムは，２地点間の遠隔地間の会話で，
１地点が１人の参加者，１地点が複数人の参加者と想定し
ている．１人の参加者の地点を少人数地点，複数人の参加
者のいる地点を多人数地点と以降呼称する．プロトタイプ
システム (以降システムと呼称する)の構成図を図 1に示す．
本システムは，遠隔地間のコミュニケーションに支援する
システムであり，ビデオ通話システムとして利用する．本
システムは，Unityで開発しており通信は TCP/IP通信で行
う．なお，ここでは，少人数地点がクライアント，多人数
地点がホストの扱いとなっている．
両端末（図 1(b)・(d)）に，それぞれ Kinect（図 1(a)・(c)）

が接続されている．少人数地点では，Kinect（図 1(a)）を
用いて，人体部分（ユーザ A）の抽出及びカラー画像への
変換を行う．多人数地点では，Kinect（図 1(c)）を用いて，
多人数地点（ユーザ B・ユーザ C・ユーザ D）の様子を画
像として出力する．また，参加者の視線情報を用いて相手
側（少人数地点）から受け取った画像を変換を行う．

3.3 表現手法

図 2に本手法の遷移について示す．本手法は，通常モー
ドと点滅モードに分かれる．通常モードでは，参加者の姿
を実際のカラーで相手に表示している（図 2(A)）．点滅モー
ドは，参加者の姿を無色透明，つまり背景に溶け込む状態
（図 2(B)）と淡い白色（図 2(C)）とを段階的に変化させる
ことで点滅を表現している．
モードの移行について述べる．少人数地点の場合におい

ては，発話している間は通常モードであり，発話せず一定
時間が経過すると点滅モードに移行する．これは，少人数
地点側においては，実際に発話することで会話に参加して
いるということを存在感の強調で伝えられるからである．
多人数地点おいては，参加者の過半数が少人数地点の映

像から目をそらして，一定時間が経過すると点滅モードに
移行する．これは，多人数地点において，過半数が会話に
熱中している際，１人でも少人数地点側に目を向けられる
状態であれば，まわりの参加者に，少人数地点の参加者が
「会話から置いていかれている」状況を伝えることができる
からである．
端末に表示されるイメージ映像について，少人数地点の

端末では，図 3のようになる．多人数地点の様子を参加者
（図 3(a)）に加えて，少人数地点の様子（図 3(b)）も小さく
表示している．これは，少人数地点の参加者が，会話中に
相手側からどのように認識されているかを明確にするため
である．
また，多人数地点の端末では，図 4のようになる．こち

らも少人数地点のものと同様に，少人数地点の様子を参加
者（図 4(a)）に加えて，多人数地点の様子（図 4(b)）も小
さく表示している．

4. 実験について

今後，行う予定の実験について述べる．実験では，提案
した手法が，少人数地点の参加者が「会話から置いていか
れている」という状況を伝達していること，またそのうえ
で「会話に参加したい」という意思表示の支援ができるか
どうかを検証する．
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図 2: 提案手法の遷移
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図 3: 少人数地点の端末の映像のイメージ



(b) 多人数地点の様子(b) 多人数地点の様子
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図 4: 多人数地点の端末の映像のイメージ

検証においては，本論文で述べたプロトタイプシステム
を用いたものと遠隔地の映像を映すのみの会話との比較実
験を行う．この実験では会話に置いていかれている人を疑
似的に作り出す必要があるために，１回の実験に際して，少
人数地点を１名，多人数地点を３名の参加者とした形式で
行っていく予定である．

5. おわりに

本研究では，遠隔地点間の会話で人数の偏りが生じる場
合において，「会話においていかれている」という状況の改
善を目指し，強調表現を提案し，これを用いたシステムの
プロトタイプの作成を行った．
今後は，遠隔地間での疑似的な会話を用いた評価実験を

行い，「会話から置いていかれている」という状況を伝達し
ていること，またそのうえで「会話に参加したい」という
意思表示の支援ができるかどうかを検証を行う．
また，この実験で強調表現の効果が見られた場合は，さ

らに参加人数を増加し，評価実験を行っていきたいと考え
ている．
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